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テオドール·~竺？ー＿＿＿！＿の書簡集から

ト 庵 老 生

紹 介

外科壊の講義を聴いた者或は外科壊にその一生を捧げて居る人hにとって， ピルロート（Bill-

roth）の名は良に大き〈響〈存在でるる。三竺土二上が近代外科挙懇切］！切に怨した努力は並大抵

のものではなかったのであるが，旺なる現代の外科撃がその土議の一部を彼の努力に泣いて居る

ことは誰人ctllも脊み得ないであらう。
彼は一方に於て勝れた科事者であったが，他方また繊細な感情を持つ萎術家でもあった。彼の

書いた手紙は纏められて数径の書籍となって屠るが，これを諌むと常時の彼の生活を如1;tに知る

ことが出来るのみでなく，また；引寺の場的？｛：.悶気を茄分に窺ふことが出来るのである。

偶ミ最近三1~井朴ドクトルが，新子名聖子教授御所蔵のピノレロート書簡集から；壱：の赴くま込に毅一1-

事者を側課されて，教室藤i良講師（染問子）に贈られた。そこで編降子は開係各伎の御許しを得て，

本誌本放の紙上から順次掲載することにしたのでるる。

現｛f-の本郊外科写生界人で、竺ごと旦二土を直接知って居られるのは，おそら＜ m子名春季文授御ひと
りと思はれる。また課者三ド井朴ドクト Pレはn：ってライプチヒ大与さで勉場中チーノレシユ（Thiersch)
の講義を聴かれた方， ~p ち詩簡集の l:U所及び謀者を敢て紹介申しあげた所以である。

昭和 14年夏至 編輯子

ピルロート小停

其家系

~と旦三！こは d奄は猫逸人だ， I奥闘人では友いぞ寸と後年竺士三大串外科教疫に友つでもこ

れを誇としてゐたカ，買は共世lたを遠く尋ぬれば’｛弗蘭西人と瑞典人の混血児でるった。そし

て幾代かの後t亡父友る人は， 調逸ブロヰセン領東海－f,瓜嶋リユグンのベルケンと云ふーノj、市

の新設の牧f:1Jiであった。ほの家系は詳かでたいがグライフスワルト市の産であり，削る青紫

の趣味があった人らしL、。それから叉ピルロ｛トの妻と友った，女の祖父母は2人とも音紫

Jii-の人々であって岨父は首時有名なるテノアの歌手でるり，組母もソプラノの歌女であって，

オペラ劇場の花形であった。こんな遺停やら凶維やらで，ピルロートは幼少の時から音楽には

大なる趣味を植ゑつけられてゐたらしし・。 ビルロ｛トは 5人同胞の長兄として1829年琵れた。

我朝にあっては繭賭三二主王土事件で物議騒然たる時代でるって， Jrにノトを遡る＂］； llO年前の事でるつ
？と。
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耐えのI昨日誌の父をたひ，以後は';I,＼.らほの手一つで育てられてゐた。父は牧師iであったから

家中には凶より徐裕があった筈がなく父の死後， 母は縁者をたどって，一家をつれて＊プロ

主三の2:_7__ ，仁三宅竺土上市l亡移住する事となった。そして8歳の時同地のヰt.f}~校に入壊した。

此時丁度主主と主三三世が悌蘭丙の形作ーに印き，また濁Rの大持三2--て三三ンEが74歳で残した。そし
て同月寺1836~1：は我朝に於ては孝仁天皇天保 7 'I二に相常する。

中』堅生としての主丘三二土の.r;.＜業は頗る劣等であって度々落第した。自Pち第6級の時fC2ヶ

年，第6級に1ヶ年半も置きざりにされて愈々第4紐に進級した時にも，地Jljl市に趣味を覚えて

地刷製作に熱中して他の車業を：官、たり，第3級生となってもまた2ヶ年も置き去りと友った位

で，特lと雑旬， ff；臓の古典語!'J.lは頗る不成績であって他の同級生lζ比しては甚だ劣ってゐた

の』ε不得11:校外致J乏で之を補って貰はねば友ら友い位でるった。此時分からピルロートは何

IC感じたものか失IIらないか，心機一糊したものかた然として事＇ JiIC勉強する事となり羅旬，希

臓の－，11典語型，は勿論の事，帥繭四語さへにも熱中する事と友り，生来flfき友音楽趣味から全

〈法去かった。然しその代 I)緒子／！＂ii'Hきになりえ所，ii'J美取にも興味を持つやうになった。蓋

し8ヶ年で卒業すべき中皐校を前後12ヶ年を貸してゐるのを見ると中ヰ1校の巾諜には少しも買

回目な勉強振りでなかった事が解るが， ／じればとてカフェ｛やパーなどに出入して雨親を泣

かす不良青年でなかった事だけは確かである。ビルロートは 19歳でやっと lfl撃を卒業［た。

此時分に母なる人は既に長き病床iこ横はり， 叉多くの同胞があったから貧乏牧師の長男とし

て醤科大壊に入率するだけの明資などは勿論なかったのであるか， j_n何友る考へから曹療に

志したか解らないが竺こそイフスワルト在住の伯母の補助を受けて同地の障科た市lこ入墜した

事は確かεある。だから日本によくある牛筑や新聞費りをして勉強する背中生とは共趣きを

異にしてゐる。常時グライフスワルト大事醤不1－ ~C 外利のパウム教授（Prof. Baum）と云ふ人

が居った。そして如何なる縁故があったか知らないがピルロートは中壊生時代から特別の知

過を得てゐたと見えて此人から多大な指導を受けてゐたらしくピルロ｛トが皆I引に志したの

も此教授の影押であっただらうと忠ふ。蓋しビルロート氏書簡集に500j邑の古：簡があるが，此

教慢に宛てた書簡がその500油の rf:r27通あるのを見ても解る。 J~後のピルローその経歴は卜庵

の~J,',Jff した~と旦二土年去を見れば‘fげるが左に共大n1各を記；j売する事とした。 x土旦三土は21

歳の時バウム教授がグライフスワノレト大.ry，からグッチンゲン大壌に榔任すると同時lこ同教授

と共に竺r三三三ζた,l~llこ ij事校し；！~マ~；，！＇－三土主主二大串へ仲校したのは22歳の時であったo 此

時町を失ふたon後’，：：：；n.'f'l卜Flの御大であったあのわれ友るランゲンベツク社民の外；f'I・J士宅d〕
IりIJTと友って勉強してゐた。

此時ランゲンペツク教授は43歳にて，ピルロートは2九歳てあった。そして仰附丙に於て Pravatzがはじ

めて皮下注射f去を立透明した年代であり ll<:＼吋にちりではペルリ浦到来航，又H両鍔圭二三土によりではじめ

て臆診器が我閑へ粛された時代であった。
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その後宮5歳にして竺とロ二二Eはイ「If＊大事を卒荒した。が問よりメ心苧IC蹄み止まって大事IC

於けるJ事法曹壊の行程を歩んで行くだけの家産K徐裕がある諜がえt＜忽ちパンを求め友けれ

ば友ら泣かった。最初奉l蹴口を求めてーさ：と主主市立病院の助手と友らんとして全く失敗した

のでイ｜’！林I有内のー町曹となって門戸を開いて見たがさてIr.様に併j車に病客が来るものではな

い。 3ヶ月間と云ふものは 1人も病客はやって＊なくて会＜ r"J 自Ii 権維の~｝＼態K，案に相違し

た若きピルロートは唯託然として i将来如何にしてよいかと考へでも一向分別もつかや唯濁り

つくねんとして憂管な月をiさってゐたが， Tl主此時に同郷ICして同駅の友人であったフオク

は卒業後直ちに三三三三竺竺！＿外利教室の助手となった人でるったが立と旦三土のあまり iζ

悲協な気持に同情して互ごと旦二上l乙云ふた。

(F）『オイ君！ そん友に悲観する放よ！ 大事を卒主してllJT留になって店を開いたって左

様に早〈御客が来るものでないぞ！ 横/llTの料旦11屋だってさうじゃなL、か！ そん友lこ朝

から｜免までつくねんとして来もせぬ御客を待ってゐるよりは，年ろ僕と同じ械にランヂ

ンペツクの助手に友った方がよいぞ。何れにしても食へ友いのは同保だ！ 待てば海路の

日和と云ふ事もある幸ひlζ教去にはもう 1人助手が入mだと云ふ事だ。』

とんな友人の勧告ーからビルロートはランヂンベツクの教室の人となった次第である。 ζれ

がピルロートの大事に於ける撃：宝嘗勝者になる第一円であった。ピルロ｛トがラングンベツ

ク外科教室IC入ってから同教室の外科私講師になるまで1こdヶ年「を費してゐるが，共1rnどう

して生活してゐ？とか解ら友い。多分数’ぷ附近の下宿の屋縦長にくすぼり込んでゐた事だらう

と思ふ。 1856年（我朝安政3年）ピルロートがヨ8歳の時にやっと大隈外科の私講師と友った。大

事私講師なるものは別K定まれる俸給がある諜では友〈多くは無給であって皐生相手に講義

するとか，講習をするとか，内l肢をするとか，著述をするとかして生前費を求め友ければな

ら友いのが普通でるる。それでビルロートは外科事・般の講義，病収解剖の講義によりて10人

あまりの準生から講義料を得る事によって僅かに共日の衣食を求めなければなら友かったが，

その撤講生の数は少なくもあり，父不；榔者もあるのでこれだけではとても生前して行けなか

ったのは首然である。よって開業欝の問議とか手術とか云ふ内Jfi誌によりて生計・費の骨ll扶を計

らなければ友ら友かったがそれでもまだまだ不足であった。それーε』持i卓を忠ひ立：ってし一般外

科J製及共治療1 と云ふ著書IC 下ーを染めたがまだカI~名の私誹(ripの著~であるから思ふた程の収入

のなかったのも首然である。然し此著述lとよりて多少共イ千夜を認められるやうになったのも

事賞であった。そして3年の後瑞西チユリヒ大事から外科教段として招牌せられたので渡りに

舶として平謹調逸fl~林を去って瑞四三二ヱ4へ移住する事となった。此時三と旦二土は 311,慌
であった。

常時師なるランゲンイツク敬授が ι外科感官官煽1 を溌行したのは主と旦二土が瑞商に行ってから後1ヶ

年の本であれ叉あのセンメルワイスが産僻熱に就いて狂人になる程努力街／~H した時代であ p , x.淘逸にる
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つては主主とと主主がるの有名なるし脈号事論寸を資表した時代であって，我靭に於ては文久2｛ドにねり蘭鰐

ポートウヰンが来初した時て、あうた。 gpち昭和14!.F長遡る事貨に78'.f三Tlliの司王て‘るる。

主と旦二上の三三土王大皐作lfi誌はi1iJ後7ヶ年であったが， 立と旦ニ土は三二~大引E於て

2, 3のi'illム；をfひたとは云へ!1{-f"'jの外利上の前動l士あまり 11慌しいものでは友かったし， Hピ

とE二一上も主こ1主 ），J1Lにはあまり州事を持ってゐなかったし， x.'f .'flζ此時分に妻あり子が
あったかために，家庭の人の的＇：｛＼やら 〉〈不幸IC遭遇した事などからあまり愉快主主生活で・はな

かったらしかった。 然し此時分には~土三三」：の青紫特にピアノに立すする趣味が再び、燃え上

って きて分不利/fi_Bのピアノ を貿ふて践しがってゐる。然し一方には著~に従事してあの

lfan<lbuch der allgemeinen un<l speciellen Chirurgit>. 4 Rd. (1865-1882) 

と云ふ17"1~ もか L つて完成したjf告の大外干｜古に＂f；：：を走らせてゐた。結局ピルロートのチユリ

ヒ生前は共雌！大時代とも云へる。此時代には明逸に於てはラングンペツクありヱスマルヒあ

りフオル三どあり三三~壬等あり，そして1875年シシ ？＿°＿！＿ぞによるクロ、ホルムの麻僻法の

殻nnと共一時投与々によりて欧洲lζ於ける問.f',¥{, 欝術の勃興時代がはじまった。それは我が朝

K於ては明治の始明から明治IO年頃のl首！でるって柄逸替・撃の輸入の初期であった。ピfレロー

トのウヰン j三年lに於ける生涯はji1lj後27'.ifなあった。そして此27年聞に於けるビルロートの前

動採りは頗る目先しいものなあって附与1に醤術にそして替政にそして青紫i亡多忙多端を桜め

てゐて欧洲に於ては押しも押されもせぬ外科浮4上の重鎮であった。然しウヰン大事IC於ける

調逸人としてーの異分子とされ乍らそれもでf長大の名轡と縛敬を受けてゐたのであった。是

等の事寅は次に 3f<i る L~止旦二＿！：＿書簡集から飛び飛びIC' Iζ現はれて来るが，d奄は澗逸人7「

と叫び‘て・Mかよい位置でもあれば弼逸へ師りたいとの希望はいつも抱きながら，義務と責任

と位置と 徒~＇·；~-/1 ; ;Z_). Lを阻んで・終生塊闇ウイン大産科教長として活動した事になった次第でるる。

特fC](fめる音楽の道は；；；：；時ウヰンが肱洲第ーとせられて多数のイ1名なる青築家の去来の都で

あったが此iこ I ［~合：l；さき調逸へ立反る事は心には希望してLすらなかったで・あらうと目、ふ。互fと

旦土」二の，当t•'N 

だからすばらしL、4司L力があつ7ζに＋11違友L、n 然しビルロ｛卜の｜免！q三Eはあまり香し〈なかつたo

それは豪華生I百のためiζ iJ'.!.1＇（が多 くf主り たるTζめと且．病i涜組織改善のためiこ’看護婦養成所

やら共附属病院設立のためK少からぬ私財を投げHI した t~めに，共豪華生活も挫花一朝の夢

と化して宏班な別症を資り ~plすやらm11~ が問予｜返るやら ~H病の心臓病のj合惑やら何やら彼やら

の1~め l亡司頗るメランコリー伽ζなばか、t亡感傷的な人間と友って黒海海岸の三二zir::

療養「1-t托んだ。行＂l'-.)5成。頃は問暦1894年にして我が朝の明治27'iJ三に相’，＜~；する。

事提岡子！とこれが巳竺竺三上の一代詑εあるが，三堺老；t生（註。猪子名作教mが土主どE
Iiをて主と三三土氏を見られたのは｜明治26年と間L、てゐるが，その時は丁皮ピ~三土Eの
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64歳の時であって，死に先立つ事僅IL:l年，昭和14年を遡る事，貨に43年前の事であった。

L~とロ三］こ書簡集から飛び飛び‘に寸を菩かんとしてとん友無益な長々しい緒言と友った。

Wiener"klinische Wochenschrift 
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ピルロート書簡集から飛び飛びに

大串時代

1.在グッチングン，パウム数段に宛て L。

〔185l'<j三嘉永4~I'· (fl白休より 22歳）〕

註。バウム敬授は最初グライフスワ Pレト大挙外科数授であり後竺竺竺三竺三大挙外科へ特任した人であ

って，ピルロートを中摂生時代から特別に虫f愛してゐたらし〈三三空壬敬授のゲツチンゲン大事車専任

と同時にピルロートも亦ゲツチンゲン大挙へ輯校した。そして滑る •Ji. I "I＇・にして竺 fと？て土は伯林

大壊に韓校した。

『・・・私の伯林大事へ陣校I＋＇，来ましたのは全く荘 tf：｝の好意ある補助金が得られたからであり

ます。イll林では夜、はたづシエンライン教授（fr名なる内科教段 Schonlein）のr1'1判事と一三三三

三三＇！＿！＿教授（Prof.Langenbeck）の外科事の講義を聴講し；てゐますが，此様f宇では将来聾者と

rs.る修養としてはあまり得る所が少ない椋に忠はれます。それは成程とんな大病院の臨床刊

では多数の病人は槻られまするがそれだけで共病人の経過も治療なども少しも教へてはくれ

ないからですc』
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OJenner死
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天保12斗： ｜

OLangenbeck, Kiel大串量生授

Billroth rf，事在皐12ヶ年

7位
1842 

0洋方密小森挑場始めて宮廷に入る
。佐藤泰然順天堂病 此時代に外科密と
院を依倉に開く して下の諸流あP

（莱附，聞流，猶林流
吉雄流，撃悩1流

1843 

1844 

!)4年前天保14.1手CJ ackson-Edinburg) 。エーテル麻酔膝用1845 

1846 

91年前

!JI年前

姦永元年
0ク口、ホ Pレム麻酔（Simpson)

Billroth中皐卒業（19歳）
OLa時間beckf白林大挙外科教授（1847-1882)
(37歳ー72歳）

1847 

1848 

何年前嘉永 3千｜
嘉永 4年

1849 i Billroth, Greifswald大串入率（20歳）
1850 . Billroth, Gottigen 星野科入準（21銭の時）

書量

0閥密モー＝ケ始めて痘穏を輸入す（不感）

Oペルリ浦賀来航
。蘭醤モー＝ケ始め（Laenn叫授明（1819))
て聴諺暮E議入す 1よ !J 34年後の 事／

89年前

嘉永 6年 I88年前Billroth ベルリン大拳輔校（22歳），此時母を失1851 

撃ミ

87年前

86年前

嘉永 5年

嘉永 4勾三｜Billroth, Langenbeckの司j手となる。此時L.は
4日歳， B. は25歳
QPrav九U 皮下注射を溌明す

1852 

185il 

85年前

S2>f・前

由
市
凶
吋

0蘭密ボンペイ来朝

o~希子先生誕生

81年前

8011三前

安政 :i，，，~ I 

安政叫 ｜

安政出！ュ ｜

安政 6年｜

。クリさヤ執・！JI-

Billroth伯林大事講師となる。
（外科及ピ病~Jll解剖）此時 B. 28歳
allgemeine f'athologie und Therap1e 
す

1854 

1855 

1856 

を著

高延元年0日普保約成

onarwin主主化論を著す

185!) , Hillroth, Ziirirh大与さ外科秋授となる。此時31歳
' QSchopenhauer死

州QLangenbeck, Archiv fiir klin. Chirurgieを主主行す

1858 



山 melwei＂わゆ lid以内…ttI 文久元主Iニ 7(1"］＇－前 Oポンペイ日本lこBきて扮めてグ口、ホJレムを使HJ
。σCぬ、' 

自eberを覧表す ナ

0¥'irclww, t ;c川、、lli>tlchreを主主表す ． 
186:? 

文久 2五，~ 78＇.＼＇前 0蘭密ポートウヰン来朝

1863 Billr・竹th,Handhuch <l. allgem. un<l speciellen 。ピスマ ータ普魯西illi 元治元年
76年前 0伊藤隼三先生誕生

ぐhirurgie.4 Bd. (1860-1882) ／＇こ若手す 首相となる

1864 。おimon ~flめて腎摘出を行ふ

1865 OLister 蛤めて石決肢を防腐剤に熔用す。

（此時 L.::is歳）
巴

ose】llmelwei時死 争十

rnuG OThiersch始めて I品terF去によりて防腐外 ネ
科"k行ふ

1867 Billroth，りヰン大製外科教授となる（此時38歳） m笥填職手 廃腹：・！年 i2.5f前
~ 

OVollυnann, Halle大事外科教授となる 鴻

ISll!J i 0大村重幸次郎遭難，大阪に於てボートウヰンによ l¥ii 
りて下肢切断を受〈。 9月23日遭難， 10月2日

手術， 10月5日死

1870 I 10淘偽戟宇 ｜明治 3年 169年前 Iox）レメレンス大殴に来る
著書

0 ミユレル，ホ 7－.，－ ン東京に来る 、官－、‘ 

18il I Bil志lro願th箪4密2歳（ 
明治 4＞ド 168年前 。ヨオンケル，レーマン京都に来る 時骨

freiwillige llillfwerein）救助班長 、
として Rheinに出張す 望書

QK<ll>e, Saliκybiiureを猿明ナ 明治 5年 0佐藤舜海残 ll>-

1873 QThiers~ h, ll1>er Ersatz der Karboh叫附 i 明治 6年 63年前 簿

<lurch Salizvlsaure 

明治 7!.lミ

1875 0 K川 h,Untersuchung fiber <lie Aetiologie 
明治 8丘l三 叫前IOSchulze東京に於て始めて Listerl!1.f腐術を行ふ

der vVundkrankheiten. 

明治 9年 60丘I三前 I OBaelz JF!J.ifl':: 
1877 明治10年 59年前 OScheub京都に来る

1878 



18内 I OLangenb叫！ 56年初 10佐藤主主ピルロート外科通論を課す
Deutsche Gesellschaft加 Chirurgieを設立す

1880 I Billroth 一般看護撃を著ナ（此時50歳） 明治13'.j三 I O山 ube皇鯛軍関OSchulie Scriba来る

1881 I Billroth, Uber die Anwen<lung <ler Antiseptis l明治I伴
bei Laparotomie 
Magenresektion B. 52歳

1882 I OLangebeck，数磁を去る。 72歳 明治15年 I 0 ~-'f-71:4:.淵l…軍一陣9 ） Billroth, 11白林招将を断る 0石黒忠惑エスマルヒ 外科を言撃す
0足立寛ヒユテル外科遁論を言撃す

1883 I Billroth, IIan<lbuch <l. allgem. uu<l speciellen 
Chirurgie結完核成菌霊（童53歳）
QKoch， 見 l明治1「5叩
OKoch，ヨレラ菌室達見 明治18年 同年前lo猪子先生，LaparotomieにふtiseptischeMethode 

O大を森用，ゆf也悶（顧問）始めて帝王切開術を行ふ 害事

1887 Billroth 肺炎に穫る
明出O年 .I52年前Jo此時代より…

1888 0 Langen beck死（77歳）

1880 QVolkmann死（50歳） ｜明f台22'1' 50年前 l伊藤隼三先生東京密科大撃卒業 母国

I S!J ；~ 明治26年 4附 ｜軒先生波淘ウヰンにて B

1894 Billroth, Abbaziaに療養中波（2月6日），行年65歳 明治27年 45年前 日清戦寺子

1895 QThiersch残。1I2歳 明治28年 44'>F前 i同
OPasteur残。歳

抜 苦手

Billroth生 110＇.（前，文政2壬F・ Bill rot I、は Listerより3年若し

Billroth死 42年前，明治27五I' Billrothは Ziirich大事外科数授。鳶延元年，72年前， 38畿の時

Billrothは師 Langebeck より20歳若し Billroth, Wien大愚外科数授。明治3年

Billroth, Langenbeckの助手となる。 83年前，安政：-l'-1',28践の時 Billroth, Wien大事教職にあること25ヶ年

Billrothは Esmarch より6年幸子し
ι σ0史。コ) 
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紫問子！洋の ~£［！§を聞はすコ大阜の臨床科の誹義とか云ふものは今日も昔時も同じである。

そして早生は唯だ苛然として4ヶ年を粧過するだけである。それから日IJ手ともなり助手と

も友って初めて；可申と密術を悌験によりて知る事ではあるまいか。主竺主三三三この間合

大，r:-lから｛I ’1 村、へ IHて~（た巳と竺二ょが共！ir:rJilζ 向つてとん友感想を洩らしてゐるのも不

思議ではたL‘c 

『…一臨床講義はf"Jflのシヱンライン（Scli6nlein）外科の三三ニグ三三之ク教授Kついて修慰

してゐます。ー・煎十る所私は常利’！林大製にある問lは多くそして種々友る人聞の疾病を翻るだ

けであります。メドクト向上三土二三党生のIJ》 il；：及び礎診法の質習とラインハード先生の

仇E迎解剖l謬を感んでゐます。私は是；等の孜.j!~Iζ此て別に生意気な批評は巾しませんが，共中

シエンライン教授の内料品義が大いに気に入りました。そしてラングンベツぞ教授の手術の

手際を槻てゐますと詳細lには説明もせやl亡唯だ手耳元平〈メスを振ってゐるだけの事です。現

に数日新iに穿LUJの再設n：臨場の手術がありましたが，それが如何友る種類のl匝蕩であるのか
少しも説明して〈れませんでした。此所では凡ての外科疾患を或は肥厚（I-Iypertrophie）とか

或は退化現象（D巴generation）だと云ふ事の説明で片づけてゐる椋です。』

集岡子！ とれがピルロートの臨床第 1i事期の時の感想である。 Studiosusから Candidatus

の辱~~J::K進んだ抗日生のビル ロ ートが外刊の犬家ラ ンゲンベツクを評してゐるのも而白

＼.•。葦 ι クロロホルムがシンプソ ン Iとよりて初めて麻酔l'L/J{f,{HJせられたのは 1847年であ

るから，此時分は既にクロロホルムの~HJをやってゐたか知らないが，少たくも官時の外

科曹はまるで手品f:rJiの肱なものであって， H佐だ蹄漣に手術をして了へばそれでよかった

のであって，特にランゲンベツクは共電光石火的の手際で；作名であったらしく，ある時あ

る傍観の障者が眼鏡をはやして又かけてゐる聞に1＋.：（／）脚が切って均年されてしまってゐた

のでどうして切ったのか解らえEかったと云ふ話もるる。今日から見ればウソの株主E話tc
が常時の外利の手術は凡て電光石火流が徐ばれたらししのこん友絵談はさて置き互土旦

ートはイl’l林大阜ではあまり欝n:¥1cは J専念してIAらや， ＋~11境付って 生れ？と昔禦に熱中し

てゐたらしいのはほ友る人に －；~｝＼. 、た陥る一長文の手紙がh也むってゐるが終始育熱談であっ

て・明誌の事，経怖の事などは少しも占いて友いので解かる。

大串卒業後遊撃時代

:d--1 ，：；，＿ ＇こして兎も角も11’l林ーた与1を非主したビルロートは卸Il月－c！主あったが諸国逝ー取の立
にtつ7勾 付Ill縮問，イJ~／、利盟諸国を放行して遡った。勿論とれは ijiH母の布ll助があったた

めである。

2-fl:：ゲツチングン，バウム手士JミIC''/iiて L。
〔 185：： ~1：誠永 U 11: （巴11！＿より 24歳）〕

「 －－ ~:lは f.'.!.Jf!.で・生：j?;J引合を U:· H：~：しました。此合は何分生物思一般の種々友論題の集合所で
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ありますが傍聴はしましたものの何が何やら少しも解りませんでした。．．．，・此生物事舎は創立

後既IC48｛ドも経過してゐますが全く統ーがなく化皐ありr11ui1，あり 醤・取る り動物皐あり植物摂

ありで，多数のj貴闘と多数の演説者が入り代り－.. ，：ち代り勝手々々にしかも得意気に演説をす

るだけで蝶衆は唯だ詰々として虞而闘に聴いて居りません拡fです。文縫いてゐる人々は理

解せな~.と考へられる位でした。』

繁問 r ！調逸にも昔時から自然利息及び曹車合と云ふ－~.＇i合間があるが， ζれは創立営

時に於ては必要友ものであったピらうが今日K於ては唯だ一種の懇親合と御祭騒ぎに過

ぎ友い。誌に於てか今日では洋の＊四を問はす＝分利合の共叉分不｜合その叉分科等々に分

離して来た。然し叉あまりに分不｜分科叉分科lと友ってしもうたでは友いか。醤壌は進歩

すればするだけ複雑に友ってくるのは！｜：むを得友い潮流であるまいか。

『私は Deonville敬皮の直腸摘剃H＇，の手術を見ました。同教授の手術に際し冷静念事及び L見

てくれ寸的で友〈叉自分が仰蘭同人であるかさへ忘れてゐるかの態度にはすっかり感心しまし

た。巴里には多くの濁喚の醤者の切感生も居ります。 Dr.Pitha. t I，，ぐりましたが仰れも共手際

のよいのに感心してゐた犠でした。それから D教授のクロロホルムの臨時作用の事に就いて

の誹義がありましてクロロホルムは締来大いに臨月1すべきものだ、と云ふてゐました一』

3.在ゲツチンヂン，パウム教授に宛て L。

〔1856年安政3年（伯林より 27歳）〕

此昨年ピルロートは伯林磨科大感ランゲンペツク外科の私講師止なった時代でるる。

『－ ウヰルヒョウのイ，.，林大串への招聴は与1問上質に｝長引すべき事でありますが， ウヰルヒ

ョウの政治上の主義がプロシヤ政府の主義と反劉であるのと，叉大感の経費の都合で手取平

< iJP-らないのですが，他方面では官、を病坦！！伊fの誹f:tlifCしょうかと云ふ話もある様ですが訟は

どうしでも外llをやって行きたいと思ひます。』

r，・ー私は~·；；－，if.~拶JI亡は乗務として病羽！餅J剖~と額微鏡J写1・の静座を捨任さ L れました。共他勿

川h本！fl店として外科棉論の講義はやってゐますが推計年生は僅かに 10 人乃~12人でありますから

牧入としては甚だ貧弱で・はありますが原生は民面I1 iζ出：L、てくれてゐます0・・・』

4.布ヂツチンゲン，パウム数段に宛て k0 

〔l85tHI'・ 安政：.； ~I·・ （伯林より 27歳）〕

『・ウiチヒョウはとうどイドl林へ招靭されました。そして病XIJ¥fo/r剖撃を 2y判明に分ちて誹

北してゐます。私が皐，生から問J＇、た事ですがウヰルヒョウの講義は例市生 lとはとても六ケ敷

過空て角q,りにくいと云ふ事です。だからウヰルヒョウの講義を理解しようと思ふたら 1,2 i早

期位では駄目だと云ふ事であります。勿~ffilウヰルヒョウは多くの摂生を引きつけるだけの大

なる串識を持つてゐるのは昨かですが， f,J.~識の多いのとん伊L:~士段として Jヂ牛．を数民すると云
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ふ事はたいに還ってゐると云ふた生の徐ね7象ねの御説lとは賛成でるります。…－』

期尚子！ 和、主土旦二土のウヰルヒョウを評する言葉は甚だ面白いと忠んそれに就て

老卜庵は無谷友昔時の夢を忠ひ「f＇，す。それは若き日のト庵が三~主主を去ってイl'i林へ

乗込んだ時の目的はまづ第ーにウヰルヒョウであった。官時ウヰルヒョウは既に70徐歳

の老人であった。そして若き日の卜庵は雲霞の如き満liの大講堂の疋固に小さく友って

ウヰルヒョウ大た生のIH講を今や遅しと待ち構へてゐると棲小粗衣の同舎のゐ爺殿が壇

上l亡kったのにまづ驚いた。そしてポケットから評判のハンカチーフである赤い風呂敷

似のものを引ば IJHIしてまづ鼻をかんだ。そして制い限を尖らして金縁眼鏡越しに全講

堂を見上げ見｜イし乍ら病型Jl，・事綿論を誹義し始めたのであった。然るに聾は低いし云ふ事

が解ら友い。病理皐の講義やら自然科阜の概論やら哲事の議論やら何が何やら何所を捉

へてよいのやら解ら友L、。大風呂敷を蹟げて説き去 I)説き来るのK暗然として1時間半と

云ふものは， H佐だ此有名なるしかし田舎の余爺殿の顔を見守ってゐた事だけであったのを

記憶する。それでピルロートのウヰルヒョウの批評には賛成する失第である。共時ト庵

はウヰルヒョウの供寛賞習科lこも出入したし病理解剖も見たし，叉ウヰルヒョウ翁の私宅

の客と友る光楽にも浴したし，叉大ウヰルヒョウの長fーであり一日普通解剖製教授であっ

たハンス・ウヰルヒョウにも知過を得て引きづり廻された事があったのでしウヰルヒョウ

の思ひti~記「を苦L、て先考五作先生（註。｝校総浪鑑名特教授)I乙十字げた事もあったが，共記

事も1.1：数千ξと共l亡友と左ってしもうた事を忠ひl:Hす。之れは徐談であるがト庵の紫しき

夢の忠ひ！刊である。

『－ーそれから先生 ・・私の友人は歯科大事卒業後は少くも10早期日目ち5年は輯けて研究し

友いと駄目だと巾しますが，私の家情がそれを許しませんので精々4ヶ年で打ち切らねば友り

ません0...一」

『・ 円下私はウヰルヒョウの炎症論を積んでゐますがその全部lこは賛成し粂ねます。先生

はそれに枕て主Iげ1iJ御考へでるりますか作時文示を願ふ次第であります。…・・・』

5. ;(F.ゲツチシゲン．バウム4t-tをに宛て L。

〔18561ド嘉永3~I~ （伯体より 27歳）〕

『ーランゲンベツク教授はシヱンライン教授の勧告によりて暫時療養ILHI掛けてゐました

が，会〈同復してイi'f林へ蹄ってきました。そして以内Iiの通り元気です。そして病室の廻診時

には前後3時間は間断友〈次から次へと飛び廻ってJI(々 助手共を驚かしてゐます。恐ろしい精

力次であります。』

f・・・・・私は日下組織J壊を熱心に勉強してゐますがとん友明間研究は中！として乙んな桶生活か

ら脱出し泣ければ1ならたいとあせってゐます。……」
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集冊子…一島県究者の輔生前時代は苦痛と煩悶の連鎖である。雛ては脱皮叉脱皮して碧空に

飛上る前程であるから買は人生の一番大事友時代とも云へる。がから此踊時代は殻の中

にあって不卒の気分が充満してゐるが，買は将来の飛躍の原動力の蓄電他であるまいか！

S 在グッチンゲン，三土主教授に宛て L。

〔1857年嘉永Hド（伯林よ I) 28銭）〕

r・・・…先生私は昨年夏期から専ら組織tp，研究lζ従事して参りましたが急K穎微鏡から遠ざか
りました。それと云ふのはラン竺と三＇！.2-教授の助言ーによりて死慌が得られる棋になりまし

たので謬生の矯めに手術方式賞習をよやって行とうと思ひます。その方が顕微鏡f'[.Lかぢりつつ

いて始末のつか友い研究をしてゐるよりは面白いと思ひます。そして之が矯めに外科事tの

支籍も手に取る事が出来ますし叉之によりて心の安定も求められる械に左ると思ひます0・J

業問子！ 之が~と旦二土の賞地外科lζ飛び込んだ第 1 階梯とたった諜である。そして主

ルロートは死鴨を切って手術方式質習を早生K教へてゐる方が，賦々として鏡下無限大

の償界に誼遺してゐる方よりは遥かに好きであったK相違友い。蓋しピルロ｛トは！将来

賓際外来｜の大手術家7とるべき按を多分に包擁してゐた人であったのだらうと思ふ。

7.在ゲツチンヂン，パウム教授に宛て L。

〔1857年安政4!.J' （伯林より 28歳）〕

『・・・先生！謀〈思は友いで下さい！買は私は先生に折入って御依頼致したいのですが，

ワグナーが今度ダンチヒ市立病院をやめてケーニヒスペルヒ大t製外科教段として行〈様K承

りましたが，共矯めにダンチヒに上紐欝員が1名補献される事と友りました。私は大阜の感ラピ

的道程を歩む事を断念して補紙の一員となって寅地外科曹をやって行きたいと思ひます。依

って甚だ御無埋の御璃びでありますが何卒先生の御力添へを願って同病院の評議合へ私を御

推薦願ひたいのであります。貨は共評議員には先生の御存知の某氏々々等が居られますから

先生が1,2行の御手紙さへ；去って下されば充分だと思ひます。賓際的林大事の内部の葛雌は

それはそれは ~j"語同断であります。勿論研究材料は豊富ではありますが小生の如きものはと

ても1写楽向上の見込は友L・と思ひます。－－－一』

繁l尚子！若い日のピルロ｛トの悩みの知きは昔時も今日も同じであるまL、か！そして大

県内部の事情も亦昔時も今日も同じであるまいか！葛艇と葛雌，そしてパンの問題は昔

時も今日も同じでありj院予!<iK於ても同じでるるだらう！ と考へる。

8. /1＇ゲツチンヂン，パウム教授に宛て L。

〔1857年安政4年｛伯休より 28歳月

『…いた生！先日御依頼巾＿！：げました互三三旦病院の補械の矯めの先生の推薦欣はたしかに
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同病院評議l¥合へ到着しました棋に承りました。御好意に針して感謝致します。然し私の競

乍者l士ドクトルゲル l卜（Dr.Gurlt）である様ですがさて誰に官銃が官りますやら？それにグル

土の他にハイフヱルドも有力校候補者であろと聞きました。首；分私は不安でl甚りません，目』

喚問r-! r -1く評議員，日〈教授合，日〈推薦， i., ＜多数決等々肢の中はうるさいもので
ある。そして唯I票の差が人の一生の運命を定めると云ふ事は妙友ものであるまいか。多

数決がよいのか少数決がよいのか，ナチス主義がよいのか民主主義がよいのか知ら友い

が，一村，－lllJ，一都市，一聞，一民族等々人間の集固と云ふものには葛藤がつきもの

であって優勝劣敗は自然の法則ではある。

9. 在ゲツチンゲン，パウム教慢に宛て L。

〔1857>1~ 安政5>1三 （伯林より 28歳）〕

「 先生！私が希望してゐましたダンチヒ病院の外科歯の位置は，とうどスチツヒとポー

ル（Dr.Stich, Dr. Pohl) iこしてやられました。仕方がありません。唯だそれに就ての先生の

御好意に到して感謝します。だがラングンベツク教授は私lこ針しては！刷る好意を持ってゐて

くれますので首分は現在の位置にft{って勉強する心算であります。が寛際の所を巾上げます

と私の現在の位置は周閣の事情ーから見ますと比だ不安定な位置でありますので心車Illい次第で

あります0・・・』

梁間子！ ビルロ｛トは溶~したので、あった。だが若しもその時に首選してダンチヒと云

ふ（常時調逸の自Fl！港で・はある）澗逸の東北隅の間合町のー叶、病院にくすぼる事とたった

としたら或は後HA：~ミと主主れなかったかも知れ友い。運命と云ふものは妙友ものである。

天の命令だとも云へる。利lの導きだとも云へる。仰の折l護だとも i＇；へる。偶然だとも云

へる。 H佐だ奇妙友ものであるまいかc

『－－・・先生！私はし病四組織re.~の補遺1 と云ふリl、止を公 l亡しました。とれは2土生竺三立

の細胞病王I］~壊にも鰯れてゐますが，どうも病酷に於ける自然的作業よ i） 起る微細たる形態の

地化だけによりて凡てを判断すると云ふ事l土中々不可能だと荘、は思ってゐます。そしてその

方面の槻察も決して不必要だとは考へて居りませんが，私は此顕微鏡下の観察よりは臨床的

資地の1田空ffの方が好きでありますしスより以上に必嬰だと思ひます0・ー・J

~専問子！之がピノL ロートの愈々匁すのJ芥からぽつぽつl:Hて来た乏？である。

10. 在パーゼル足早ヒス教授に宛て L。

〔Lちら71,卜 安政4"1三 0肉体より 28歳）〕

註 0 p川 Ifo はピノレロートの却しき友人であれ I~宇宙期者であった。後年三三三三と大場の解却場数
授に車事じ~：主主外科大串の外科教授竺ーア三三と前後して死んだ人である。

『一ー拙者は日下外科阜市j腕前のf;/I~義をやってゐるが橡想外に聴講生が多いのに驚いてゐるfit
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だ。そして此外に手術方式賞習と局所解剖も教へてゐるし，叉2時間も手術室で外利の仕事を

やってゐるので中々多忙だ。だから顕倣鏡組織壊はやめて了ふた。然しだ，寛際の所は何時

迄拙者が今日の位置に居られるものか否やが問題なの7さから甚だ‘不安定のJ服務と云ふものだ。

それにパンの問題があるからー居不安在のだ0・・・一』

禦岡子！！三些二竺三ゴ：は一方で、は峨践に忙がしく居り乍ら他方では共位置の不安定とパン

の問題に苦慮してゐた事が解る。若い曹f予L者の悩みは東も聞も昔時も今日も同じである

まいか？！

11.注ヂツチンダン，パウム教皮に宛て L。

〔1858年安政5年（伯林より 29歳）〕

『…先生！近頃私が~フスワルト大a撃病理J事教室へ招聴せられる様な評判のある事を

聞きましたがとれは貫際少々考へ物であります。それと巾しますのは月給の賭であります。

若しも左様になりますと私の今日の牧入に比すると大いに不利でありまするし且又私は純病

理事ICはるまり大友る趣味を持って居ら友い矯めであります。だから私としてはるまり存ん

で居らないのでるります。一・・近頃弘は飴l院を利用してH足科のグレーフヱ数度（Prof.Graefe) 

の教主へ行って限利率を事んでゐますが之によりて私の限科壊の智識が頗る少なかった事に

気がついて驚きました。然し此眼科教室への通墜によりて先達ダンチヒ病院への陣任の失敗

の代償と友ったと考へて慰めてゐる次第であります0・ー・－』

12.在グッチンダン，パウム教授に宛て L。

〔18.58年安政3年（伯林よ !J 29歳）〕

註。此時分にピPレロートは将来外科で立って行こうと決心したらしく外科事上の研究に阜念してゐたが

此時は濁逸聞に於てはあの銭血宰相ピスマークが普魯西玉闘の首相となった時代でるワた。

『－…先生！近頃先生の御門弟であるザクセル氏（Dr・Saxer）の書いた気管切開術の報告を読

みました。その手術の主眼友里Iiは常って先生が云はれました事がありまして私も同感であり

ます。叉竺生氏（Dr.Pitha）が考案したと云ふ特別友気管切開刀が世間では大L、に評判に友つて

ゐますが私は何時も普通のLメス 1で手術をしてゐます。ラングンベツク教授は気管切聞に就

て約50例も持ってゐますが共中たった2例だけが良結果を得てゐるだけで共他は背不成功でる

りました。然しそれでも私は此手術を決して放榔せ十i亡継続して行く心算であります。寅際

の底的林ではラングンペツク教授以外の人は此種の手術をやって居りません様ですが，それは

趨首なる病例がないのと共手術の結~7] ＞大部分不良であるが矯めに共失敗を恐れてゐるが矯

めであります。」

『目・・・先生！近頃私の講義には20人程の聴講生があるやうに友りました。そして私は目下骨

折と脆臼と口腔外科に就て講義をしてゐます。それで差首り満足してゐますo＂＂＂首大 a撃の最
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も惑い習慣は私達の同｛資産が僅かに4週間や6週間の課外講義をして不勉強な早生の卒業試

験の準備に随分高い金をとってゐる事であります。そして先生！私はランヂンベツク外科数

平外来叩の助手も役務してゐますが考へて見ますと私は今年で丁度足かけ6ヶ年間大厚生日－を

してゐる事l亡友りますが，私の内峨 （Privatpraxis）のイI無と共多少が私一家の生前費IC大なる

関係となるのですが，イJi林市内の外科置にウヰルム竺とJととZと三之主主と云ふ流行酌滑
りますので Jc~J~の外科患者はその方へ行きますから共倒分に割り込んでL行くと云ふ事はとて

も駄目でありますし， x. ？.＿三グン三之之教授は主lて外闘の市豪相手の仕事が多いのですから

市内の外fl・i置から商議障として招i.'iしでも巾々行って〈れませんしメ共商議を求めても共

栄 冷山n'f川が恐ろしくが正確であるのであまり評判はよくありません。－・・ー』

築岡子！流行家の1>;¥j議障の時計は何時も 1,2時間は遅れてゐるものである事を畳悟して

か Lらたければなら友L・9 否時によると之が一種の兵法とする人も友いではないと思ふ。

13. (1：マクデアJレヒ， ドクトル，フオクlこ宛て k。

〔1858年安政3年（i白林より 29象｝〕

註。ドクトルアオクと云ふ人はピルロートの視友であった。そしてピルロートは丁度，結婚式をすまし

た時であったらしい。

「・・・・・8月20HK拙者は結婚式を 打；，fませたよ。だから拙者は乍怖最早猫身者ではないよ…口

三と竺三三之主教疫の下にあって助手としての拙者のJfiiQ務は来年の11月HIまでは安定するら

しいが，さて共以後如何友る事か解ら友L‘ので甚だ不安で、もあると云ふものだ。それから此

地に於て拙者の内i峨 （Privat praxis）は殆んど皆無と云ふてもよい位だから生活a上甚だとまって

ゐる始本だ。 そして手術方式貫習の講義料で活きてゐると云ふてもよいが寅習生が僅かに10

人乃至12人しかえEL、ので全〈以てやり切れ友いよ！ そして一家の御主人公となって妻がるる

と云ふものだから困るでは友いか。一一・J

柴岡子！之が5年， 6年と孜々究々として勉強し乍ら，然も有名なる師匠の下にあって伯

林大.~；.＜の外科の助手袋市引けiたる n. 煮の生活苦の妥‘εある。

14. 在ゲツチンゲン，パウム教授に宛て L。

〔1859：＼ド安政6'oド (f1白林よ P 30歳）〕

設。 此時分に欧洲にちつては主土主三Z と｛妨I相関の聯合軍と耳最大和~ifil '.i誌 との~l'Jfjl~の初期であった。濁逸
図も戦闘準備をしてゐたらしい。

「－－一先＇i::！首地・では11下職午工は越くぺからざる事だと云ふてゐます。之1¥ttc何底で・も1政争

の準備＇lei紛係のなL・次1ι：はない校、εあります。それは諸工場のj股工の4分の1は職場へ送り
出される事とたるらしいですが－Jl： ·~~族共は－MJ.如何なります事でせうか？餓死するより仕方
がないです。然し一般の民衆は政府に信頼してゐる様ですから国家ーの時めの犠牲の畳l隠はし
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てゐる政です。勿論若い濁身者の曹者逮は出征を大いに喜んで・ゐる織ですが，我々仲間の同

僚撞は動員のi鹿には家族の者を如何してよいか心の中では大L、に心配してゐます。我々普魯

亜岡氏は之迄種々な苦難に 1甚へて来たのですから今後共苦難に拡へられると思ひます。私は

仰繭四皇帝 （J_三宅竺ヨ二ン三｜吐の事）を悪まねば友りません。大事では外闘の官事生は危険を恐

れて念いで師岡しましたから共姿は見えませんが調逸。伊ょ生は割合に平気で’講義kti＼席して

ゐます。だが扶；皐期tとはどうなりますやら。……』

15. 在グッチングン，パウム教段に宛て L。

〔18.591c［三安政6年 （伯林より 30歳）〕

r ... ・先生！今日私は手術に大失敗を致しましたので哲雪いで、ゐます。それはヘルエアの手術
でしたが4日前IL持頓したl例で・ありまして既に腹膜炎が超ってゐたので、したが，私は Cooper

式ICより直接iとヘルニア獲を切開せやl乙唯だ股溝部を描接して見ましたが，整復がどうして

も出来十に失敗に終りましたので・した。あの Wilmsは200仔1］のヘルニア治療例を報告してゐ

る程ですがそれでもまだ不満足な結果が多い様です。寛は私のクリニツクへはヘルニア病例

はあまり参りません0・ーー又碕fC3j<iる時がありましでも手術の時期が遅れてゐるが矯めに手術

の成績が甚だ悪いのであります。それで共事に就て先生の御経験を御教示願ひたいのであり

ます0・・－』

禦岡子！ 失敗の時に共f:rliの殺を乞ふてゐるビルロートの心掛けは'l'tすべきではあるまい

か1

16.在ケツチンヂン，パウム教授に宛て L。

〔18.59年文政6年（伯林より 30歳）〕

『…・・7)¥j]建腫に封・してクロロホルム注入法は宮地では棄て L了ひました。共代りに沃度注入

法に逆戻をしてゐますが共多くは外来患者にやってゐます。それはクロロホルム注入法は時

々非常な反際を起す事があり，メ1例にそれが矯めに死の師陣をとった事がありました0・・…』

「－…純醤J曜の研究と臨床曹療に附して目下へンレー（Prof.Henle）とウヰルヒョウとが議論

をしてゐる様ですが，私は扇桃｜肢の構造に就ての研究：＇t紡は既に護表しでありますのに，ご

ととこはその事に就てはーヤだって書いてくれません。之は填太利亜の政治と同じく排他主

義から向てゐるのではないで・せうか7首地ではウヰルヒョウは障皐戟の第一線に－，・，：って奮闘

してゐますが，之に針抗の出来る人はへンレーだけであります。然し何時迄針抗出来ますや

ら？一…』

柴岡子！三三竺三と云ふ人は一風費った空想家であり預言者的の人であったらし〈，後

年E三三］二，竺~の制n菌事進出の7象 8＇者の一人であったらしI.. 0 
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17. 在ヂツチングン，パウム数疫に宛て L。

〔1860丑i三寓延元年 （主三~より :n歳）〕

討。此fドに互土旦ニ土は伯林）＼＿引を去りて瑞同三二主主大挙外科教授に招将されたが，矢張一方では生

活者に攻められ又他方では外岡生活の儒めにるまり愉快ではなかったらしい。

『・・ー；じ生 1本大壊にての省、は峨務上イr'1林時代よりは多少面白く友りましたが何分ICも生計

上に私一次は之がtiめに苦しんでゐます。しかも三三_2_l三友皐では私が唯一の濁逸人であり

ますからどうも他国人である気持があって落ち付いた気分になれません！又此底へ来て見れ

ば私の妻は此地が嫌い友ので不平だらだらです。然し立とも友），lば此地の風光が幾何程か慰

めてくれると忠ふてゐますc,lltJ誌の外ni川こは70の病床がありえ外·~~部もありますが弘を外来

部には入れて〈れません。又fl足利部もありますので私が嘗って的林に居った時l己グレー 7ヱ

数段の下で眼科を修得してゐましたので・多少自信はありますが11民科部へも手は出せ友いと云

ふ始ぷです。此l也のr1足科部は1ヶ年jii'i古川と平均20人の入院患者でありますが， H民病と云へば多

くは結膜炎で叉偶には虹彩角膜炎1立なもので‘すから少しも興味がありませんし，叉此地では

眼科専門のk家クラウゼン（Cl1usen）と云ふ開業替が居りますからとても太万打ちは IH'\f~ ませ

ん。・・・・・・』

繁岡子！ 私講師から教授になったピルロートはそれで、も第一lて生前苦lとあえいでゐる姿

を見るがよL・。特に感傷的なピルロートは妻の千二三！＇： Iこ大いに気を腐らした事であらうと

思ふ。そしてヤケになってピアノのキーをた Lいてゐただらうと・)3へる。

18. fr:パーゼル， ヒス殺伐に宛て L。

〔J86Hド文久元＂ I' （チユリヒより 32歳）〕

『 ・・・君は南方地方を放行中だと聞いたが去やましい友ア。拙者は此7月の暑い時分IC之迄

になく無茶に忙がしかったよ！ 多数の重症外科患者があって共生死がtUl者の責任とあるから

重夜心配の連鎖であると云ふものだ！君の与門の解剖早，とは全く違ふぞ！そして近頃拙者は

障者としての智識と作業能力の頗る微弱で、あって決して，L三ばれるもので友い事をつくづく ！~

じたよ！ それは拙者の一言一行が病人だけでは友く共家族の浮沈に闘する事になるのだから

容易及らね仕事だ0・・ 0 ・こんな悲観的の考祭からとても研究などに手をIHす勇気も友〈友った

と云ふものだ。然し少しは気II青しに一度捨て Lしまふた頴微鏡へ近寄らうかとも考へてゐる。

買は拙者は京と同様に解剖里裂が好きであった事は煮も知ってゐただらう 0......』

紫岡子！ ビルロートが若しも好きな解剖事x・に友ワた友ればとても卜分ICパンは得られ
なかったで・あらうし，又それがiJ,めにいつも妻君とi償問fをしてゐた事だらうと考へる。

然しパンの不足々々と云ふて居乍らピルロートは此時l乙好き友青紫の矯めに12007ラン

と云ふた金をIHしてんピアノを日ふてゐるが月賦掛か借金か共遊は手紙には書いてない。
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19.在マクデプルヒ， ドクトル， Z主互に宛て L。

〔1861"1二文久元年 （チユリヒより 32歳）〕

『－－一拙者は腹部の切断手術は膝部切断手術よりは危険が多いと忠ふ。君も帰来此種の手術

は楼へ日にするのがよいぞ。勿論各人各自の経験から共考へが定まるものだが，拙者は之迄

3伊j腰部切断（H凶rモsektion）をやった事があるが共中2例は成功したが1例は失敗だった。だか

ら拙者は近頃は息！論上には可能の場合でも賓際の結果の事を ・Jgへてやる事に傾いて来たよ。

近頃クルップに三度気管切聞をやったが3人乍ら死んで・しもうた。之は砕けl血の矯めに窒息し

た鼠めであった。勿論此時は1人の助手もなく貧民間でやったのだった。だからと云ふて拙者

は気管切聞が嫌に友ったと云ふのでないのもっと工夫をせなければなら友いと考へてゐる。

総じて此地では気管切聞をする場合が甚だ少ないn それから拙者は近頃随分大き左手術もや

って見？とよ。それは6歳の小児に下顎切除と骨成形術をやったのだ。……』

「…此底では外科の手術材料は決して少友くはないので 100 人の手術すべき患者~1~30人は

助手任せにして共徐りのものは拙者の臨尿講義の材料lとしてゐるが，共多数は外傷（工場機峨

等の負傷）でるって腫蕩特に痛腫の手術の病例が甚だ少な＼.•。』

『…回一此地で怯J出者の内ij境（Privatpraxis）は甚だ貧弱だ。それは外部に於ける商議曹としての

手術の揚合も手希有でるるし，叉家庭ー診察は謝絶してゐるから拙者の牧入ときたら寅に情け友

いものだ。そして伯林に居った時よりも牧入が少左い｝二lζ 此鹿の生前費が恐ろしく高慣につ

くから年が年中キユキユ云ふてゐるよいだからなるだけ枇交は避ける様にしてゐるがそれ

でも毎年15000フランの支出だ。然るに年俸が凶00フランと云ふのだからやり切れないよ！愚

痴も出るよ！・…・』

紫岡子！ 75年前iのチユリヒ大串外科教授の生活振りはまづ斯様であった。然し特診料な

どは友かった時代で‘あったピらうと思ふ。

却．在キール大事ヱスマルヒ教授に宛て L。

〔1861"I＇・文久元年 （主三1ヱより 82歳）〕

住。圭三ヱ土主は耳Z陣外科皆として有名であり王土旦二土より 5年の年長者であった。そして常iこ持外

上の意見の交換をしてゐた人で之、った。

「…営大阜ではリンドフライシユ（Prof.Rindfleisch）が病理阜の講義を受持ってゐるが年は

27磁の若さであるしなか友か熱心友男であって且頗る維帰家でるるから康生聞には評r阿が

よい。そして30人の聴講生と20人許りの寅習生とを持ってゐるが気の毒な事には教室が狭い

のと顕微鏡の少ないのに閉口してゐるし，叉最も気の毒なのはまだ製位がないのと俸給が甚

だ少額でるる事であって年俸きωフランではやり切れないよ！。拙者も内々共矯めに常局者に
忠告してやったが財政の闘係七思ふ通り /-11来ないので困ってゐる。それに彼は結婚してゐる

身分なのだから 800フランでは寅に気の毒に拡へ友いと云ふものだ。こんなHJ（態だから彼は
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とても此塩には長くは居られまい。それにグ•-2±三互竺と云ふ先輩が頭を ;firへてゐるから左

ア0・・・・－』

21. :J'E キ竺土大壊三ス土生~1土Jをにぬ：て L。

〔v-11;211二度感2年 （士三~＇：＇－より il3歳）〕

『・・・一骨成形外Hはた＇－＇に将来脆大されるべき外科の硯野であると思ふ。その繭野はランヂ

三三7._7_'4士慢のf'J立の方面だ。ユく1与口葦術も中々酎「~＼.、外科的部門だがランヂンベツク先生

が何が放にあの慌に躍出lこなって共優先－問題に乗り Illしてl喧嘩してゐるかその語が更に解せ

ないのだ。蓋し共手術の方式を誰れが11ミ初にやり始めたかと云ふことは問題ではないじゃt:r.

L、わ！それはつまり付Ill副四と調逸との乍ーびと云ぶものだ。貨に以て下らないものだよ。そん

友事はどうでもよいでないか。 …』

『… 近頃？~刊：nru~の日， 6例をやって見た。そして1Jト波の同めにそれに排膿管を持入して見

たが Seいnの云ふ伐にはホ,1i~↓Lはあまり良くなL ・ 1 。 ~~80パーセントの病源は確かに’l'J·町にあ

るのだらうと思ふのだから之は何とか考へ直さねば．なら友いと忠ふてゐる。そんな事よりは

拙者は目下疑1mを抱いてゐるのは外刊均流行病と云ふ事だ。とんf主流行病がよR:しであるもの

か否やの問題なのじゃ。円く丹毒， B （牙I剥緊急，日〈外部化膿症等々友どと云ふものがJI~ し

て流行性にやって~~るや斤やと云ふ事だ。それに此ごJ出荷は目下統1汁的に調貸してゐるが君

の意見を聞きたい。ウヰルヒョウも多年此事fz::：；叱て研究してゐた様だが彼はエンボリー論以

外iこは －－－7伝も進行してゐないではないか！。之は人間の血行系統との閥係ではなくして淋巴

系統と附係があるのではないかと拙者は考へるが君の意見はtmイriJ0・H ・－』

梁間子！ 細菌感の芽肪さへまだまだ現IHせやにセンメ Yレワイスが狂気の机に友って注側

熱論を主張しtcrliil年， リスター氏のi白志法が世l乙／Hf<ζ前3年の時代であったから互土E

｛トの疑問も止むを件なかったがチnに於ては昨日の 1年生だって知ってゐるでは友い

か。

22. ヒス数段に宛て L。

(1内U>1－文久2年 （主三主主より ：；：；戊）〕

『・ 貰際l:fては放間性外傷ではまだ肉芽が設生せない時には傷面が腐敗して分解され，そ

の分解毒がl~WHζ吸牧されるから敗血院が費生するのだらうと忠ふ。然し傷H’1iが大にして且

化膿してゐても共腐敗部が 1－分の例而1::fi'il/許して居りさへすれば分解毒が内部へl吸収されな

いから敗血杭は起ら友いのだ。之放に肉1,f-の費生するのが第一義だと思ふ。だから民間で創

li'lilこ馬糞をつけたり叉小使で洗ったりする事もあるが，それでも？点がない事もあるから敗血

症の問題はまづ肉芽の琵生と否とに大なるl持］係があると思ふυ －一』



萩原教授就任式記事

（昭和11411.::: H 25日，於京都帝岡大単勝単部外科・整形外科講堂）

国lj手中El 誠治，玉賞民字，内肱－リJ記

閉式午後4時。

青柳教授ノ萩原教段紹介

「此ノ度新シク外利率第1講座ヲ捨任＝ナラレマシタ荻原教段ヲ御料介巾シマス。』

青柳数段ノ萩原教授略歴紺介

『荻原教段ノ略歴ヲ御紹介巾シ上グマス。教授ハ｜明治27年7月16日富山牒魚津IIIT＝＝－生マレ営

年46歳。原籍ハ金津市高岡Ill［上薮ノ内12デアリマス。第六高等事校ヲ経テ大11'.8年11月9日京

大醤事部ヲ卒業シ， 9年4月京大助手ニ任ゼラレ，大！Ell年10月下旬熊本書専ニ教長トシテ赴任

サレ高等官六等ヲ以ツテ待遇セラレマシタ。大正131ド4月lR熊本醤科大i厚t教長粂熊本宮専教

授＝有llセラレ，臨シテ高等官五等ヲ以ツテ待遇サレル事トナリマシタ。二大イデ14年11月26日

曹康博一＋ノ壊位授輿。 15年3月11日＝欧米各岡へ1-1¥張ヲ命ゼラレ，同年6月出費，昭和2年12月

蹄朝。同年11月30日陸シテ高等官四等ヲ以ツテ待遁サレマシタ。昭和4年5月IR官立熊本欝科

大串教授ニ任ゼラレ．今日ニ至ル迄買撃ナJh製徒トシテ幾多ノ門下生ヲ訓育シテ来ラレタノ

デアリマス。共ノrJJ5年6月lR＝＝－ ハ高等官三等ェ＇ 10年3月1日エハ高等官二等＝錠セラレ， x

11年5月27日ニハ再度欧米各国へ1-l'i張ヲ命ゼラレテ6月「I＼殻12月師朝ニナリマシタ。更ニ同年

7月7日ーハ動四等ニ銃セラレ瑞責主主ヲ授興サレマシタ。 ソシテ昭和114年3月20日京都帝国九r;.t

数段＝任ゼラレタノデアリマス。以上ガ同教段ノ略歴デアリマス。』

松本信一聾撃部長挨拶（啓壇）

『萩原教授カF御就任＝ナラレル御目IHI主イ式ニ私ガ御挨拶ヲ Ii'lスノハ．光柴ノ至リデアリマ

ス。

去年ノ：暮烏潟数段ガ街lj旦峨ニナラレテカラ醤i伊ご部ハ大イニ；鼠実ヲ感ジテ居マシタガ，今岡

荻原教授ガ後任トシテ来ラレマシタコトハ，民ニ教室ノ人ハ勿論，我々同僚諸た生ハ申スニ及

パズ，欝撃部トシテモ，京都帝国大皐トシテモ，欣快ニ耐へナイタ：第デアリマス。

同教授ハ16年徐熊本＝在l賊サレ， ソノ問主主イ御経験ト！：＂＇；－ 1問トヲ砧マレ，叉人間トシテモ充

分ナル練磨ヲ積7 レマシタ。斯カルit:i反ナ教授ヲ我ガ歯車部ニオ迎ヘシタコトハコノ上モナ

イ幸トイ子ジマス。

外fl壊教室－ヵe我困外科＂＇皐 Jよノ指導的立場ェアルノミナラズ， W:J＼！.的最高峰＝アルコトヲ忠

シ召シニナリ，教室Hノ嬬，叉外利率見ノ嬬，同教段ノ御指導ト御禽附jヲ望ンデ止ミマセヌ。

時アタカモ興亜ノ春，東田秩序ノ新建設ノ鴻ニ査閲l~ガ緊張シテ居ル時＝首リ，外科単数：~＇.
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ノ人モ新任ノ数段ヲ迎へラ片手士山liハ教授ト共干ナリ，たs;.tノ使命達成，大串ノ；機能発拘［＝

'.D：シク御諜力アランコトヲ望ンデ‘止マヌ次第デアリマス。一一コレデ

盛新之助欝院一長挨拶（穀壇）

「醤｜抗lぐトシテイ11Jカけlセトノコトヂシタガ，｛事部長ノ挨拶モアルコトデスシ私ハ御i辞退シタ

ノデ、アリマスガ， Lプログラム1 ェ既＝／Hテ居／l-ノデ是非トノコトデシタカラー言御挨拶ヲ申

シ漣ぺマス。

サテ萩l京数段ヲ附局留！涜ノーしスタツフ寸エオ迎へ巾シ上グマシタコトヲ，我々ハ衷心カラ喜

ピ御同慶＝耐へナイ次第デアリマス。先程御履歴ヲウケタマハリ， 叉易型官官長ノ御挨拶ニモア

ツタ通リ， 一，・，：

l淀エ迎へf尋マシテ，病院ノ、サダメシ一居ノ光彩ヲ殻者l：スノレ事トイ下ジマス。心ハf:rヨリ同教授ニ

オ事ピヲ『1-1シ上ゲ， マタ外科及附ー属揖｜民ノ信頼ヲ高メラレンコトヲ一言オj祈リ巾シ上ヂ）l次

第ヂアリマス。』

.n潟名義k教授挨拶（紫壇）
『本Lハ「1分ノ後繕者トシテ熊本ノ萩原教授ガ首選シタト云フコトヲ斗ー＝シタ時＝， L先ヅ先

ヅ普カツタ「ト考へマシタ n 萩！宗教段＝就イテハ~！［ェ助手時代人 i枚tJ~肱先生ガ私ニ向ツテ

「萩！片1ハ大夢二教授ニ成ルベキ人物ヂアル.I ト巾サレマシタn 共後スグ萩原博士ハ伊藤先生ノ御

打r;JX:iデ育刷、欝大ノ教托ヲ拝命シテ今日＝烹ツタノデアリマスガ，荒木古ii綿長ハ私ニ向ツテ「萩

原ヲ決シテ熊本カラ移動サセテハナラヌ」ト 2,3悶rfiサレマシタ。 トコロガ萩l宗教授ガ熊本

悼んノ数段カラ今度新タニ本原教J受ヲ存命スルエ苛iツタニ就イテハ， llハfjl-1民先生ノ御意志

ガ生キテi励イテ＇・＇：ツテ共ガ貰現サレタモノヂアルト｛言ゼザノレヲ iリナイノデアリマス。

荻原教綬／人物ノシツカリシテヰル事ニ就イテハ， f1~i体先生ガ ＇.W 年ノ昔エ於テ庇＝見抜カ

レテ i,1；ツタノ デアリマスガ， Tl、ノ感心シテ居 ！L- コトノ＼唯ノ一度モ L熊本＝＃i~ ヲ奉ジテヰJレ

事「＝閥シティt'Iえラシイ事ヤ愚痴等ハlf＝ シタコトガカ！~ク， メ他人＝就イテ ~1町俗的ノ[!Ii謂栄

達1 等ヲ，12 ム気配ナドハモ.IT~ナク，今日迄終始一民ー育英＝従事シテラ｜ミタコトデアリマス。コレ

ハl・LJ,l'fノ人ニハ／I'，来ナイコトデアルト信ジマス。

慾ヲtflヒノ七千j主ノ間ニ何カ成ル 1ツノ：事項ニ闘シテし群ヲ抜イタ取術上ノ'1.r興寸ヲシテ居

ツタナ ラバ， ト，IJ.I，フ人ガ力！~イテ‘モナカ ラ ウカト考ヘマスガ， j七レハ少々無~＇liナ注文デハナイカ

ト存ジマス。

萩IJ;i紅白ガ熊本ニ赴任シタ常時ハ！日画微鏡ガ唯 1来ヨリ無カツタトノ ：事デア リマス。此レハ

コノ頃ニナツテ始メテ扶！！日数十三カラTf;ツタ市デアツテ，私ハl吃驚シタノデアリマスガ，ゾレデ

I叫本ガifl；・シテ士号へラレマス。ソレヲVi'£：｛！，、シテ鰍々 hシテ 16年徐ノ今I一｜マデ教主ハカリデナク

}¥_f;-lソノモノヲモ諜リ，・，：テ、ボタコト＝向ツテハ南ク敬意ヲHt.ハネパナラヌト存ジマス。

'1'il fl ),:J;3， デハ制調 J-:J戸ー トヲf匂 リ ／のw：；’＇~~－ノ ·t~JIJノ大部分ハソ ～_l/.J｝~ I自排エ待ツノデアリ
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マスカラ，教夜ハソノ！｜的ノ1！＆デアルトコロノ普通ノ，；今祭治療＝＇－ jl：：モ伐モマタ休暇中モ奉仕

ヲ徐i義ナクサレマスカラ．市術上ノ進歩 f坊ニ点心スル時間jガ非常＝l41J減サレルノハ首然デ

アリマス。

然ルニイト！支ハ i閃カニイJI·脱走生ノ御意志；ガ穎現サレテ，猪子• {JI）肱）~~敬疫力J,1~ ヲ開カレタ我

ガ帝国 ｝－；＿，Iう1ノ外干：トヲJ士：十三ニ捨営教授トシテ任命サレタコトデアリマスカラ．萩原教授ハマyレ

デ11[l岡＝師ツテ来夕刊；ナ感ジデ勇往遁進スルニ相違ナイト信ジマス。停年制ガ今日ノ催デア

ルナラパ停年迄ニハマダ14,5年ハアルト考ヘマスカラ． コレダケノ；歳月ガアレパ管然タル事

祇ヲ築キ上グル事ハ十分間予lVレト思ヒマス。

私ハ御集リノ諸君ト共＝，萩原教授ガ今後トモ充分ナル位康ニ患マレ，教c.r.:t宰者トシテ
ノ使命ガ遺憾ナク達成サレテ，功成リ名途ゲテ，我ガたJ持ノ誇リ亦岡家ノ誇リトシテ有終ノ

美ヲ済ス様ェ心カラ念願スルモノデアリマス。』

木村廉教授投ー拶（登壇）

『萩原教段ト同級デアルi'ii( カ青柳教夜ヨリ何カ－；；·ト；i• ハレマシタノデ王者壇シタモ欠第デアリ

マス。

烏j自殺段ノ御退官後暫クツ；，：，!I官ヂアツタ外手：｜皐ー第1誹l卒．ガ同級ノ荻原義雄君ニヨリミタサレ

タコトハ同慶＝耐ヘズ， Y~（ ＝＝－ 同級ノ；友トシテ喜ピエ耐ヘヌ次第デアリマス。

萩民｛君ハ貰ニ偉大ナル人物デ、アリマス。御覧＝ナ ll-鴨ノ杭＝偉大ナ人物デアリマス。非常

ニ包本）Jノ大キイ，又頼リエス Jl-事ノ「H来 yレ人物デアリマス。此レハ我々同級ノ者ガ費シク

斯ク勾へテ居リマス。故＝同君ガ外科早計年座ヲ捨常サレル時， fr'i統＝師ク大屋嘉ヲJJ.!11＝荷

負フニ充分ナリト忠ヒマス。唯同君’ハ，｝－；＿.！事ヲ離レト数年間外＝アラレタノデ， 本wノ色々ナ
事ヱ多少不馴レデアルコトガJ}へラレマスルカラ，此ノ型店ハタト干＇＼ !1-ltz主ノ同僚後輩ガ;fll扶ケ，
外科事教主張展 Firi＝来サレンコトヲオ願ヒ致シマス。向同君ニ於カレ7 シテハ此 Jv芦俳エ

赴f壬サレマシ夕カラエへ此ノ偽：統エi百Fク外利u:

我ガ岡外利J早1界ノ：鴎ニ御苦干1副jアランコトヲ1折ツテ止ミマセヌ。簡草ナガラコレヲ主j、テ御挨拶ノ

酔ト主tシマス。』

菊池武牽数段挨拶（登壇）

『今日ハ誠ニオ目/-IH主イ円デアリマス。手先原；11°ニー壬， jl!:ji容ヲ牧ヘタタト日明5士主ニモ，御耐詞

ヲ呈シマス。此底＝立ツタ私ト同:Fl・トハ，永イrmノι人デ，同君ノ山クカラノ人トナリヲ知
ツテヰル闘係上御挨拶ニ引張リ 11＼サレタモノト忠ヒマス。 f'f-xスノLニ秋！！日;t；ハ私トハ20千］7年

来ノ友人デアリマス。ガ，コノ；kイ交際ノrmニ更ニ不愉快ナ忠ヒ／Hハアリマセヌ。ソレカト言
ツテソノIU1意見カr{nJ時デ‘モ一致シタト EIブノデハナク，江見ガ遠ツタ事モアリマスガ， ソレ

モ一過スレパ何等ノ幡マリモアリマセヌ。気持ノ：好イ交リ， 自Pチリjノ交リカト思ヒマス。之

モ同君ノ怯ノ至ス所ト思ヒマス。秋山；｛＼ハ．決シテ［均レナイ嘘ノ，；・ヘヌ，直直ナ人デアリマ
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ス。ソレト同時＝，思ヒ遣リノ人デ，モウー！主人ノ立場デ考へ直シテヤラウト言フ康サノアル

人デアリマス。叉物事ニ熱心デ，努力ヲ惜シマズ，犠牲的デアリ．叉責任ヲ重ンズ‘ルト言7印

象ヲ毛Lハ持ツテ居リマス。今日私ニトツテハ最モ寧敬スベキ，最モ親愛ナル友人デアリマス。

此ノ友人ガ，此ノ大型ニ最油任者トシテ迎へラレタ事ハ，私ノ日頃ノ：考ト一致、九点バシイ

限リデアリマス。 同君ノ’性質ハ， Lスポーツ1 ヲ例ニ取レパ中喜界，高等墜校， 大事ヲ遁ジテ

Lホ、【ト寸ノ選手デ，至ル所黄金時代ヲ作ラレマシタ。之ハ同君ノ協同，忍耐，互譲ノ精神ト，

全身ヲ見事グタ努力ノ結果デアリマシタ。此ノ：事ハ Lスポーツ1 ノミナラズ，更ニ撃問ャ，人生

諸般ニ劉シテモ同ジ態度デアリマシタ。伊藤・精子雨先生次イデ鳥潟先生ノ御薫陶ヲ受ケラ

レ，外科原教室デ牌キガヵ、ツタト思ハレマスガ，熊本へ行カレ，我々ノ想像向来ヌ様ナ困

難＝プツツカツテ，更＝人絡ガー居pi)tfカレタト忠ヒマス。困難ニ首ツテ挫ケル人ト，プツツカ

レパフ「ツツカル程，岡jミ，主主々手腕人絡ノfl}iカレル人トアリマスガ，同君ハ此ノ後者ニ属サレ

ルモノト忠ハレマス。 IWチ同君ノ大ヲナサレタノヲ見テモ，私ノ考ハlEシイト思ヒマス。

萩原京ハ．外科務教室ノ僻統ノ正流ヲ汲ンデ居ラレルト借越乍ラ信ジテ居マス。青柳教授ト

共＇＝＝－， 'I卜干｜市教主ノl控俗ノ鴻メニ突進セラレン事ヲ析リマス。 ドウカ数室ノ諸君モ，直チニ

同君ノ胸rl-1l架ク 71~ ビ込ミ，赤心ト赤心トヲ接スル態度デ、交ハラレタナラパ，共底＝ハ多量ノ涙

ト，隠レタ熱ノアル事ガオ解リニナルト信ジテwリマス。荻原京ノ御健康ヲ｝祈リ私ノ話ヲ終
リト致シマス。』

社室内 I＇.仔（青柳安誠教授）挨拶（設喧）

『カネテ2主席デアリマシタ外利率第1講座ノ捨首ヲ萩原教授ガナサレ Jl.-事＝ナリ，今日ソ J

就任式ヲ象ゲマス事ハ，同第2講座ヲ捲首スル私トシテ去：ビニ耐へナイ次第デアリマス。首

外科摩，敦宗ハ共ノ開設ノ官初カラ．他ノ大皐ニ見Jl椋＝何々教室ト言フ事ナク，第1講座，第

2 誹座ト－； j－ヒ，而モ揮然ドmM~~ガヨミトナリマシテ，内外線テノ事ェプツツカツテ来タノデア P

マス。本日カラ我々ハ此ノ－nイイ'J!,i統ノ下＝於テ，叉ソノ僻統ノ中ニ生キテ一致協力，大事ノ持
ツ使命及ビ外科準教室ノ持ツ使命ノ達成＝向ヒ，遁進スル事ノ出来マス事ヲ~；，－プモノデアリ

マス。 Ti.ハ此ノ与ビ以外＝ハ， rドシ述ベルイJIJ物モナイノデアリマス。デ，唯此ノ一語ヲ以ツ

テ，御挨拶ニ1tへ！史イトイじジマス。』

整形。卜fl「主秒前1U三(j境問直太郎講i:rliH対多（登壇）

『本日ハーI：屋助教授カ♂御技拶ヲ •I~ シ上グル筈ノ所ヲ 御近親ノ御病気デ御師省中ノ鵡メ．私

ノ在日キ老人ガ御挨拶ヲrjlシ上ゲル事ニナリマシタn 今！主，外干、1吊手土:tそ＝萩！京教授ガ新任ナサレ

タ＇Fハ，先程カラノ諸先生方ノ御話ノ通リ，叉20年来ノ；私ノイ子ジ上グテヰル事カラ，誠エ適任

者ヲ1'.J-タト思ハレマス。過去数ヶ月間誠ニ瞥陶シカツタ外科皐教室ノ空モ，先ニ青柳教授，

今度萩原教段ノ御就任ニ依ツテ此l邑＝始メテfViカ＝ナツタノヂ，誠＝嬉シイ事デアリマス。

lfilj'々 トシテ誠ニ私ハ路シイ。此底ニ謹シンデオ点：ピヲ rjJシl二ケ、マス。サテ，外利率教室／空
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ノ明朗化ヲ特＝私ガ;Ji,.プノハ，外科康教室ト整形外科a事教室トガ三位一関ト；；・フ一種特別ナ

形態ヲ取ツテ来テヰルカラデアリマス。ゾレハ，知ラン人ハ知ランカモ知レンガ（うそ咋）研究

f.ヲ共＝シ，陥｜書，器具，機械ニオミル迄，互ヒニ融通シ合ツテ勝手＝使ヒ，一向遠慮ノ要ラヌ

世帯デアリマス。 ノミナラズ， 3人ノ教授ガ互ヒニ協和シ指導＝日ツテ，互ヒエ共ノ弟［－ヲ匡

IEサレル欣態デ、アリマス。 ノミナラズ，臨員ノ循環制ガアリマス。自IIチ， ソレハ外科製教室

ニ入ツタ者ハ1：早期間ハ必ズ4整形外科原教室デ事プ事デアル。 之ハ他ノ大皐~.＝－ハ何底＝モ

見ラレヌ費ツタ Lシステム「デアル。之ハ初メハ或ハ一時的使法トシテ行ハレタカモ知レマセ

ヌガ，私ハ之ハ非常；＝良イLシステム「ト思ヒ，外＝ハ誇リ．内 zハソノ Lシステム寸ノJ存績ヲ

主張シテ今日ニ至ツテ居リマス。覧＝良イ Lシステム「デアルトコーフノハ，外科曹ヲ一層良イ

曹師＝教育スルエハ此ノ Lシステム寸デ養フェ限ルノデアリマシテ， ソウデナイト不具ノl望者

ガ「11来ヌカト思ハレマス。 H・＼デ、地方＝赴任サレタリ，又問主サレタリスル人ガ，屡々他ノ大

身障ノ出身者ノヨクシ得ナイ事ヲヨクシ，忠者ノ踊利ヲ増進シ．又心中得意テアリ， ＠nチ叉此ノ

Lシステム 1 ェ感謝シテキル事ガ多イノデアリマス。荻原教段モ恐ラク其ノ 1人ヂアラウト思

フn 民＝之ハ良イ制度デアリマス。ガ，一方＝於テハ，屡々迷惑ヲ蒙ル事ガアル。其ノ Lシス

テム 1ガアル矯メニ．外科＝居レパ，ー照明来テモ曲リナリニモ整形ノ；事カ，.，.，~ラkit.- カラ，深ク

此ノ事ヲ究メル者ガ樹メテ少イ。毘＝少イ！共ノ嬬メニ最近ノ極ク少数ナ，一人ノ講師，一

人ノ刷手ノミガ忙シイ事務ヲ取ツテヰル。中堅ノ助手全部ガ腔召シテヰルト言フHf¥態デアル。

ヵ、ル事ハ三位一躍ノ建前カラ，イrrJトカ各教授間デ御協議ニナリ， f持者ヲ i徐分ニ常.＝－f'I'ツテ

置クト－；；・フ椋ナ同情アル使法ガ講ゼラレヌカト思ハレマス。員ニ近頃ノ欣態デハ，トテモ忙シ

イ。（笑聾）叉モウ 1ツ此ノLシステム1デ、アレパ， L整形外科ハ外科 l、同ジモノデハナイカ？., 

ト考ヘル人ガIHテラkナイトモ限ラ ヌ。叉勢形外科ト言フカラ形ヲ整ヘルト言フノデ，禿トカ

母郎トカテ米ル者ガアル。之ハ然シ患者デアルガ，醤者モ事情ヲ知ラヌ者ハ， ヵ、 J~ ：事ノ怯ニ

誤解シテヰルカモ知レヌ。（笑聾）ガ，斯様ナ事モ整形外科ノ仕事デハアルガ，手足ノ働キヲ

岡復サセルノ；ガ．買ノ整形外科ノヤYレ事デ、アル。此ノ馳ヲ間違へラレヌ椋＝。「実作）近頃白

衣ノ勇ー！？ノ手足ハ鈍ノ棒デアル。之ハ形ハ整ツテヰナイガ，働キハ整ツテヰル。之ハ勢形外

科ノヤル仕事デアル。整形ハ何ンデモ彼デモ Lギプス 1ヲ巻ケパ好イト思フ人モアルガ， ソレ

モ臨トキチント合フ迄ニハ，学年， 1年 ノ修＇tデハ出来ヌ。又整形外科ハ7卜刊 ノl恵IHノ一端ニ

過ギヌ，外科欝ナラ誰デモH＇•＊ ＇レ ト思フ人ガアルカモ知レヌ。ソレハ3 , ~O＇.ド前，整形外科ノ

設建途上デハソウデアツタカモ知レヌ。ガ，今日デハ整形外科ハ立誠ナ閥系ヲ持ツタ~~問ト

ナツテキル。摂ノ1荷f川、＇j・フゴlヲ徐if（シテ戴キ度イ。動物岡デ他人ノ乳デtrツタ Lライオン「

デモ，大キクナレパ別ノ櫨＝入レネパナラヌト同ジデアルト忠フ。叉概シテ外科手術ノ放県

ハ湖町デアル。所ガ，整形外科デハ手術ノ放県ハソウ手取リ早クハ現ハレナイ。例ヘパ指1本

デモ形ハ幾ラ卸剖~H：ノ形ヲ整へテモ， ソノ働キヲ恢復スル迄＝ハ数週乃王数ヶ月ノ曹r:11iノ
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努力ト，出、？；・ノ忍、耐ヲ要スル。え格 if~ タト什！’J''Hi'i ~，＼ノ経過ハ一般＝ノkィ。斯ク外科 1・整形外科ト

ハ，多少，汗たイニ趣ヲ異ニシタモノデアル。 ソレデ循環的＝来ラレタ外科ノ欝Liハ，ヵ、

J L事ヲ頭ニ世カレ，御修＇＼＇；ヲ成サラン事ヲ刷ヒマス。コ ζタト干｜ノ岡毅段ハ，教育ノ協同立任者

トシテ，特ニカ、ル県（iニ御注；＼：！：ヲ原mヒ上ゲタイ。

サテ，オ隣リノ寺ニハ，住Jfi~ ガ 2 人揃ハレ夕方， ;fi, ） 方デハマダ不幸ニシテ住峨ガ無イ。

（笑聾）イriJシロ弘況ノ客ハj‘rr:1多ク来ラレルガ，役f許ガ脱メテ少イ。貫際倒メテ少イ。之デハ
本堂ノ御本作ニ域ガ力、ラヌトモ限ラナイ。串間ノ；等巌＝填ガヵ、ラヌトモ限ラナイ。一山

ノ両日，感問ノ名手，L ノ~メ東内ノ岡本山 ＝＝－ 'J;＇ラヌヤウ，製問見識ニ官ミ，人栴（，'!f，望ノ高イ，健

康ニ車マレタ， N秋ニ宮メル，且長ク此ノ寺ヲヘ.，，ツテ下サル熱意ノアル菩知識ヲ撰パレ，ヵ、

ル燥大ナ背山式ヲ早ク見タイモノト｝il,l，ヒマス。 f突撃j ソノ嬬メニハ雨隣リノオ二方ハモトヨ

リ，竹I三サン，院長サン，ソノ 1也RJ,011~1＆＋刊：＼（ヘオ助ケヲ願ヒタイ。特ニ萩原教授ニハ，此ノ特

別ノ閥係ヲj杢ベテ御l1J；力ヲオ開ヒスルモ欠第デアリマス。甚グ伶談ヲ述ベマシグガ， ドウゾ宜

シク。』

外利1早~教~長 l！（大津j主助教授）挨拶（府下ニテ萩！！日教段ェ向ヒ）

「私ガ外科教宅昌一同ヲ代表シテ御技拶ヲJ!lシ上ゲタイト忠ヒマス。代々一同ノ者ニトツテ

ハ教室ノ先輩トシテ我々ノ最モ隼敬シテヰル秋！！日殺だヲ，外科.f3-！，第1誹座ノ指導者トシテオ迎

へIH来タ事へ我々ノMモ光柴トシ，我々ノ衷心ヨリ存ンデヰル所デアリマス。我々ノ殆ン

ドへ萩！？；｛敦1ミニ今岡始メテオ目ニカ、ルノデアリマスガ，カネテ同数段ノ御高名ハ存ジテ居

リマス。同教段ハ永ク熊本ニ居ラレ，~富ナ経験ヲ砧マレ，ソノ皐術上ノ維蓄ハ世ニ定評ノア

ル所テアリ 7 ス。我々ハ此底＝品モ巌i:l:'i, i~kJ主ナ態！主デ今 rr 枚以技J’芝ヲオ辿ヘシ，将来モ此

ノ態度デ御薫陶ヲ仰ガン事ヲJ¥!1シテi,1iリマヌ。

J比ガ岡ハノトヤ1fi:大ナ時デアリマスガ，我ガ大.f}.l, -ll：ガタト干：lf%~x主モ；京大ナ時デアルト忠ヒ

マス。此ノ時金幅ノ信頼ヲ以ツテオ迎ヘシタ萩原教授ノ御愛謎ノ Fニ一致園結シ，内ニハ君

子ノ交リ，外ニハ一丸トナツテ首リ，高潔ナル精市1t1デフtl蹄アル外l'I-皐教＇－＃.ノ歴史 h ー居ノ光

ヲ添へンモノト？？フ次第デアリマス。 ドウカ＋k々 ノ意中ヲ汲マレテ，移II指導下サラン事ヲオ

聞ヒ致シマス。』

校／！／（ ~；~ f.2i~；拶

：￥’hi出ニ［／1］ヒ（｜；社出）

『教辛口諸君＝符PH；拶致シマス ＝＝－ 1l 1'1：ヂ，御臨川；ヲj'Jマシグftf.".q士長，諸手士段， ）¥J／：： ノ諸；t

~£ニ一言御J会拶ヲ ljJ シ上ゲマス。弘ガイヰi引手土.VJ- トシテ此HJ安シマスルニ R；リ，本日数本｛！；；日

＇；／＼＇ニ御jj~拶ヲ致ス機合ヲ f'Jマシタ時，此庭＝諸先生ノ御！？向山ヲ nマシグ事ハ， if1J ＝－光栄ノ五

リニイ子ジマス。名作アル京都大J伊zノタトf'¥ f一丸投主＝私如キfi・ヵ社長トシテ臨ミマス事ハ，私個

人ートツテハ例フルニ物ナキ f，~＇·fデアリ，メ一家一！日l ノ .f1Y.＇お
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シ倒iツテ円ラヲヂiミ「1ラヲ測リマス 7［，，時，伊藤・猪子耐教授ガ創設サレ，烏潟 e磁部岡教授

;:. Ii＜ツテ継承セラレマシタ此ノ赫々タル歴史ニ宮ム’j片手土＋.＇.ニ私 J如キガソノ後継者トシテ臨

ミマスルガ虫nキへ会ク共ノ任ニ非ザyレ事ヲ是恐レルノデアリマス。日手！｝，交i!J;ヲ受ケタ時，

H並々ィ＇~i:t＼‘・不敏・非才，到底共ノ住ニ非ザ／［，，事ヲ巾シ．オ断リ致シタノデアリマスガ，途ニ

J折tlナJlk態ェウ：チ到ツタノデアリマス。今日モ，オ引受ケハ致シマシタガ，自信ハゴザイマセ

ン。如何エシテ峨責ヲ全ウl+'i来マスカト唯之ヲノミ考ヘテ居リマス。故人ノd壬軍：クシテ道遠

シ寸トハ此ノ：事デアラウカトすフ感ニ耐ヘマセン。私モ一旦オ引受ケ致シマシタ以上，些，意

：決スル虚ガ無イデモゴザイマセンn 一切ノモノヲ故郷シテ， 「！＇，来得ル限リ努力致サウト決

心シテ居リマスカラ，御臨席ノ諸－Jt:生モドウカ御指導御鞭健 Fサイマシテ， J~ ノ任ノ全ウサレ

マスルヤウ，御援助 Fサレン事ヲ衷心オ願ヒ致ス弐第デアリマス。唯今ハ，諸先生カラ数々ノ

御詞ヲ戴キ，光柴ノ； リデアリマス。諸Jt:tEニ御iji豊ヲ 11Iシ上ゲルト共ニ．之ヲ以ツテ諸先生

へノ御挨拶ト致シ度イト足、ヒマス。』

教主li＝向ヒ（奇壇）

r~大ハ，孝士宅Li各位＝御挨拶ト同時ニ．オ願ヒヲ致シ度イト思ヒマス。此ノ！笠，和、ガ本率教

授トシテ，外科専博士宝ニ勤務ヲ命ゼラレマシタガ，本J早1ノ峨員トシテ教授，助教授，誹Pr!i，助

1工，別手，各々:jl：ノ：分ガアリ，共ノIf成責ガアリマス。夫々ニ膝ジテ多少ノ遠ヒハアリマスガ，

等シク同友，.，..，.吏タルエ唆リハアリマセヌ。私ハJkク丈部省ノ官吏トシテ勤メテ参リマシタ

ガ，事務的ノ’，..，.史デ、モ，叉i？~問ヲ研究スル者トシテモ， rj'i；吏ノ歩ムベキ道＝大シテ蓮ヒガアル

モノデハアリマセヌ。官吏ノ歩ム道ハ．貰＝幅ノ成イ誠ニ歩ミ易イ道デアリマス。諸君，今

後我々ハ一緒ニナツテ，間違ヒノ無イ道ヲ大手ヲ振ツテ歩カウデハアリマセンカ。 J比kハ事

務的官吏デハアリマセヌ。醤・阜4ヲ研究シえ醤r:~i トシテ御奉公ヲ致スベキl蹴＝在リマス。斯様

ナモノガ外利明

ケレパナリマセヌ。ムシロ，殉教者＝等シイ熱ノアル者デナクテハナリマセン。ヵ、 yレ黒＆ハ，

此ノ私カラ彼レ此レ巾ス迄モナク，諸君ハ息。rli烏潟先生カラ骨ノ髄迄泌ミ込7 セラレテ居ラ

レル事ト忠ハレマス。今後私モ諸君ト共人串間＝専心シ， 日夜共同生前ヲ詩ム事エナリ 7

スガ，凡ソ共同生前ヲナシツ、. 1ツ f目的ニ進ム矯メニ何ヨリ大切ナ者ハし人 J和寸デアリ

マスo才互ヒノrfl＝， 円ラノ利谷ヲノミ打算スルカ、古flキ者ガアレバ，夫デハ囲結ジテ 1ツノ目

的＝進ム事ハ [i'，~（ 7 セヌ。 I町上投ー多ノ不幸ガL人ノ和1 ニ於テ扶クル所＝共ノ囚ヲ i~ セ 7［，， ：事ハ，

幾多ノ：事費，幾多ノ先例ガ教へテ居リマス。諸君，省、ハ唯今外科早教室L-1ガ何十人オイデニ

ナルカ角｜リマセンガ，将来イnj'(f人＝ナリマセウトモ， 日夜共＝生前ヲシ乍ラ御奉公ヲ致サナ

ケレパナラヌノデアリマスカラ． ヵ、ル黒ti＝間j主ヒノ 11時イu；ニショウデハアリ 7 センカ。手元
殺々空l¥ J rf1，誰カ一人ェゥ：ビガアルナラバ，綿fl手ヲ打ツテ悦ビヲ分子，誰カ一人＝去すヒガ

アレパ，全n共＝憂ヒ，叉悲シミガアレバ，一緒・ニ泣イテアグヤウデハアリマセンカ。
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兎エモ角ニモヵ、ル気持チデ日夜切瑳琢隣シテ相共＝修養シ，一生懸命＝勉強シテ進ム:t

ガ我々ガ先生ノ御鴻忠、ニ報ユル道デ、アリ，叉岡2誌ニ御奉公致ス道＝外ナラヌトj且ヒマス。今

円凶荷〈非常ノ時ニ，，：：r;

ヨリ大切ダト思、ヒマス。ドウカ，外科2ツー整形外科1ツハ，持一緒＝ナリ，一生懸命ニ勉強

シヤウデハアリマセヌカ。 ］｛：ガ私ノオ願ヒデアリマス。

日佐今ハ，商問先生並ビニ大津助教授カラ．鄭JP.：ナオ：：~~ヲ戴キ感謝＝耐ヘマセヌ。オ麟ヲ rt1

シ上グルト共ニ，御挨拶ヲ致、ン，オ願ヒヲ致スモ欠第デアリマス。』

閉式5時30分。

式後，参舎者一同打チ連レテ直チニ紫友合館ニ参集シ，同教段敵迎晩餐合ニl首席ス。鶏々 ノ

気一堂＝浦チ，乾杯ノ昔高ラカニ響イテ，談笑数亥I], 8時30分頃散合トナツタ。

重ナル司~h/P，席者芳名（五卜晋！｜岡）

磁部喜右衛門，伊藤 弘，尾崎良純，菊地武彦，＊村廉， j翠村柴美， .IE路倫之助，杉山繁

i自｜｛，塚原付1）＼＇；，戸同1E三，烏潟隆三，中四組太郎，西島i肱治郎，）Ji{ 守：Ir仏星野貞次，松本信

一，三1m百重，盛新之助。




